
チャレンジ ザ 算数！！ №１

１ Ａ Ｄ Ｅ

右の図のように正方形ＡＢＣＤがある。

四角形ＡＢＦＤの面積が２４cm２

三角形 ＦＣＥ の面積が ６ cm２ Ｆ

であるとき、

三角形ＦＢＣの面積を求めなさい。

〔 解き方 〕 Ｂ Ｃ

(1) 線分ＢＤをひく。

(2) 「三角形は、形が違っても、底辺が共通で高さが等しければ、面積は等しい」ので、

△ＤＢＣ ＝ △ＥＢＣ

(3) よって、 △ＤＢＦ ＝ △ＤＢＣ－△ＦＢＣ ＝ △ＥＢＣ－△ＦＢＣ ＝ △ＦＣＥ ＝ ６cm２

(4) △ＣＤＢ ＝ △ＡＢＤ ＝ 四角形ＡＢＦＤ－△ＤＢＦ ＝ ２４－６ ＝１８cm２

(5) したがって、 △ＦＢＣ ＝ △ＣＤＢ－△ＤＢＦ ＝ １８－６ ＝ １２cm２

＊求め方は他にもたくさんあります。 答え １２cm２

２ Ａ Ｈ Ｄ

右の図のように１辺の長さが１０cmの

正方形ＡＢＣＤがある。 ④

ＩＦ ＝ ２ cm S Ｇ

ＪＧ ＝ ３ cm P

ＦＧ ＝ ９ cm ① ⑤ ③

ＡＤ と ＥＪ は 平行 Ｅ Ｊ
Q R

ＣＤ と ＩＨ は 平行

であるとき、四角形ＥＦＧＨの面積を求めなさい。 ②

Ｂ Ｉ Ｆ Ｃ
〔 解き方 〕

(1) 右図のように補助線を引く。（点Ｆから辺ＡＤへ、点Ｇから辺ＡＢへそれぞれ垂直な線を引く。）

(2) ①の三角形ＨＥＱは長方形ＡＥＱＨの面積の半分である。

同様に、②は長方形ＥＢＦＲの半分、③は長方形ＳＦＣＧの半分、④は長方形ＨＰＧＤの半分。

(3) よって、正方形ＡＢＣＤの面積は、（縦３cm，横２cmの長方形ＰＱＲＳを⑤とすると）

(①×２)＋(②×２)＋(③×２)＋(④×２)＋長方形ＰＱＲＳ で表すことができるので、

正方形ＡＢＣＤ＝(①×２)＋(②×２)＋(③×２)＋(④×２)＋⑤

(4) したがって、(①×２)＋(②×２)＋(③×２)＋(④×２) ＝ １０×１０－(２×３) ＝ ９４

(5) ①＋②＋③＋④ ＝ ９４÷２ ＝ ４７

(6) 四角形ＥＦＧＨ ＝ ①＋②＋③＋④＋⑤ ＝ ４７＋６ ＝ ５３

答え ５３cm２


